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事業名

総事業費
（千円）

81,372千円
交付金関連事業費
（交付対象経費）

（千円）
81,372千円

新型コロナウイルス感染症
への対応（経済対策）との

関係

秋田市は、新型コロナウイルス感染症への対応として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を
活用し、制度要綱に定める交付対象事業の要件「新型コロナウイルスの感染拡大の防止及び感染拡大の影響を
受けている地域経済や住民生活の支援を通じた地方創生に資する事業」に該当する以下の事業を実施します。

病院法人運営費負担金等

 市立秋田総合病院を交付対象者として支援金を交付し、医療提供体制の強化を支
援する本事業は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受けている住民生活の支
援を通じた地方創生に資する事業に該当するものであり、地方創生臨時交付金を活
用することが妥当である。

事業概要

①目的
 新型コロナウイルス感染症陽性患者の受入れのための病床確保を行うほか、同感
染症の対応によりかかり増し経費が発生している地方独立行政法人市立秋田総合病
院に対して、医療提供体制の強化を図るため、地方独立行政法人法に基づく運営費
交付金を交付する。

②交付金を充当する経費・算定根拠
 支援金：１事業者×81,372千円＝81,372千円
 （81,372千円の内訳）
  ○令和４年度病床確保経費への支援（60,575千円）
   （41千円－16千円） × 2,423床 ＝ 60,575千円
  ○コロナ対策により発生した経費に対する支援（20,797千円）
   ・医療費等の自己負担に係る病院支弁分 1,228千円
   ・発熱トリアージ案内業務委託 5,923千円
   ・来院患者案内業務委託 957千円
   ・新型コロナウイルス感染症院内確認検査 12,689千円

③交付対象
 １）交付対象者
          地方独立行政法人市立秋田総合病院
 ２）交付対象者の選定理由・選定方法
          設置者として、新型コロナウイルス感染症陽性患者の受入れのための病床確
      保や、同感染症への対応など、医療提供体制の強化を図るため、市立秋田総合
   病院を交付対象者として支援金を交付する。

④期待される効果
    市民への医療提供体制が強化され、その生活の安定が確保される。


